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　本学社会福祉学部子ども教育福祉学科教授・石井富美子先生は，平成27年3月末日をもって，
定年のご退職を迎えられることになった。
　ここに石井富美子先生の思い出を振り返り，石井先生のご退職に添える，いわば贈る言葉と
させていただきたい。
　石井富美子先生は細やかな気配りの先生である。と同時に，ものごとを冷静に客観視できる
方でもある。常に新しいものの見方を模索され，その上で，細やかな視点を持って的確に仕事
をこなされる先生である。
　石井先生は，学科主任，学部運営委員等を歴任され，その後，副学長という重責を担って現
在に至っておられるが，さもありなん，大局的な見地から大学の運営を考えることのできる希
有な存在なのである。
　石井先生のご経歴，ご専門の詳細は他の記載にお譲りして，ここでは，一年半として，先生
の思い出を語りたい。
　筆者と石井先生の共通項は何かというと，共に心理学の教員であるということである。また，
カリキュラムの仕事を中心に学科の活動をしてきたということでもあろうか。心理学の大先輩
であり，授業の組み立てや授業の内容について，大いにご指導を賜った。子ども教育福祉学科
における心理学の専任教員は，石井先生，矢澤圭介先生，そして私である。私が本学に赴任し
たのは，現在の子ども教育福祉学科の前身である人間福祉学科の草創期であり，特に，認定心
理士の養成について，よく議論を交わしたことが記憶に鮮明としている。本学科に認定心理士
の資格を導入したことは，まさに慧眼であり，石井先生と矢澤先生のお力が大きい。今日，児
童養護施設で心理士として活躍する卒業生を見るにつけ，石井先生のご功績を思わずにはいら
れない。
　次に小学校教員養成カリキュラムの導入である。筆者は石井先生が学科主任をお務めになっ
た後いわば引き継ぐような形で学科主任に就任した。そこで，大きな課題となったものは小
学校教員の養成カリキュラムの導入であった。
　石井先生のお力無くしては，小学校教員養成の導入はとうてい不可能であったろう。何度か
石井先生とご一緒に文科省に足を運んだが，文科省の係員へ，中心となって対応されたのが石
井先生である。石井先生の教育カリキュラム等についての造詣の深さは筆舌に尽くしがたい。
文科省の係官に対して，要所要所を押さえながら必要な説明をされ，文科省の指摘についても，
的確に理解して学部に持ち帰られ，事務サイドと連携しながら対応の中心となったのが石井先
生なのである。
　今日，小学校教員養成カリキュラムが実現できたのは，石井先生のお力の賜である。今後，
小学校現場にどのくらい多くの卒業生を輩出できるかは，我々学科教員の力が問われるところ
である。先生のご努力に報いるためにも，．我々は精一杯，この課題に取り組まなければならな
い。これは我々に課された使命である。
　人間福祉学科・子ども教育福祉学科のカリキュラムについて申し上げると，このカリキュラ
ムを基礎から作ってこられたのが石井先生だと言っても過言ではあるまい。まさに学科カリ
キュラムの大黒柱なのである。
　さて，石井先生のご専門に触れるのが最後になってしまった。同じ心理学の教員だからといっ
て，筆者が，石井先生のご専門領域を知悉しているかと言えば，そういうわけではない。的は
ずれのことを申し上げることになるかもしれないが，ご容赦いただきたい。
　石井先生は発達心理学を中心に教育研究を展開されてきたと理解している。とりわけ乳幼児
の心理発達についての知識の広さは驚くばかりである。そして，筆者は，石井先生の，乳幼児
や子ども達へのまなざしの優しさを痛感する。石井先生にお叱りを受けるかもしれないが，あ
えて言わせていただくならば石井先生の学問的なまなざしは，子ども達への愛が中心に据え
られている。少なくとも筆者はそのように感じている。
　だらだらと筆を進めてきたが，石井先生には，今後も我々の学部・学科を見守っていただき
たい。いや，副学長としての重責を果たされている先生であるからして，学部のことばかり申
し上げるのは，狭量にすぎるとのそしりを受けるかもしれない。
　石井富美子先生，これからも，わが立正大学を見守ってください。
　この言葉をもって，先生の思い出を締めくくらせていただきたい。
